
御
堂
関
白
記
の
程
度
副
詞
「
極
（
メ
テ
）
」
に
つ
い
て

序一
、
御
堂
聞
自
記
の
「
柘
（
メ
テ
）
」

二
、
小
右
記
・
権
記
の
「
柘
（
メ
テ
）
」

三
、
中
国
側
の
文
献
に
お
け
る
「
極
（
メ
テ
）
」

四
、
今
昔
物
語
集
の
「
極
（
メ
テ
）
」

五
、
結
論

序
記
録
語
の
研
究
は
、
そ
の
文
献
に
表
記
さ
れ
て
い
る
個
々
の
漢
字
が
そ
れ
ぞ

れ
担
っ
て
い
る
和
訓
、
そ
れ
を
決
め
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
、
そ
れ
は
、
個
々
の
摸
字
の
用
法
を
調
べ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
決
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
個
々
の
漢
字
の
和
訓
が
決
め
ら
れ
る

と
、
今
度
は
、
語
彙
・
語
法
な
ど
の
研
究
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
記
録
語
の
従
来
の
研
究
は
、
位
相
語
の
立
場
か
ら
、
あ
る
語
は

記
録
語
に
は
見
ら
れ
る
が
、
和
文
語
に
は
見
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、

主
と
し
て
そ
の
有
無
を
重
視
し
て
、
そ
の
意
味
用
法
に
ま
で
は
必
ず
し
も
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
記
録
語
の
一
文
献
と
し
て
藤
原
道

長
の
御
堂
周
自
記
を
取
上
げ
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
「
極
端
」
を
示
す
程
度
副

詞
「
極
（
メ
テ
）
」
に
つ
い
て
、
そ
の
用
法
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

御
堂
閃
自
記
（
以
下
、
本
文
献
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
　
を
取
上
げ
た
理
由

は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
〓
自
筆
本
1
4
巷
・
古
写
本
1
2
巻
が
現
存
し
て
い
る
こ

と
。
佃
時
代
的
に
見
て
、
そ
の
記
載
年
月
が
平
安
中
期
末
か
ら
平
安
後
期
初
頭

と
い
う
、
国
語
史
上
重
要
な
時
期
に
あ
る
こ
と
。
川
和
化
漢
文
の
上
で
、
記
録

語
（
＝
公
卿
の
日
記
）
と
い
う
一
部
湖
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

又
、
副
詞
「
極
（
メ
テ
）
」
だ
け
を
取
上
げ
た
理
山
は
、
次
の
二
点
で
あ
l
る
。

川
名
詞
・
動
詞
な
ど
は
、
文
献
に
よ
っ
て
、
そ
の
語
彙
に
出
入
り
が
見
ら
れ
る

の
に
対
し
て
、
副
詞
は
そ
の
語
裏
が
か
な
り
共
通
す
る
こ
と
。
脚
「
柘
班
」
を

示
す
程
度
副
詞
の
中
で
は
、
「
柘
（
メ
テ
）
」
に
、
以
下
に
述
べ
る
著
し
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
こ
と
。

本
文
献
に
は
、
「
極
端
」
を
示
す
程
度
副
詞
と
し
て
、
「
杭
（
メ
テ
）
」
の
外

に
、
「
郎
（
ル
）
」
「
甚
（
タ
）
」
（
又
は
「
太
（
タ
）
」
　
「
尤
（
モ
）
」
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
桑
島
裕
博
士
に
よ
っ
て
、
訓
点
特
有
語
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
本
文
献
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
柘
（
メ
テ
）
」
に
焦
点
を
あ

て
て
い
る
が
、
残
り
の
も
の
と
の
関
係
は
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
、
手
職
の

最
初
と
し
て
、
「
極
（
メ
テ
）
」
の
用
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

方
法
は
、
先
ず
、
木
文
献
の
「
短
（
メ
テ
）
」
の
被
修
飾
語
に
着
目
し
て
整
理

す
る
。
そ
の
結
果
を
、
本
文
献
と
同
時
期
の
記
録
語
の
文
献
－
小
右
記
・
柁
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記
1
－
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
。
次
に
、
中
国
側
の
文
献
（
漢
槽
・
漢
訳
仏

典
）
　
に
お
け
る
結
果
と
比
較
す
る
。
最
後
に
、
本
文
献
と
は
表
記
形
式
を
異
に

し
、
し
か
も
読
み
方
の
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
い
る
今
菅
物
語
集
の
結
果
と
比

較
し
て
み
る
。

「
　
御
堂
田
自
記
の
「
柁
（
メ
テ
）
」

本
文
献
の
「
柄
（
メ
テ
）
」
の
被
修
飾
語
に
黄
白
し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
次

の
二
点
が
得
ら
れ
た
。

〓
　
被
修
飾
語
の
意
味
は
、
非
難
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
く
な
い
事
柄
を
示

し
て
い
る
場
合
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
被
修
飾
語
の
意
味
に

片
寄
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

佃
　
被
修
飾
語
は
、
基
本
的
に
は
情
態
的
な
意
義
を
示
す
語
が
大
部
分
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
動
作
的
な
意
義
を
示
す
語
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
こ

と
。

本
稿
末
の
〔
資
料
一
〕
　
〔
資
料
二
〕
　
（
以
下
、
資
料
は
全
て
本
稿
末
に
一
括

し
て
示
す
こ
と
に
す
る
）
は
、
本
文
献
の
「
極
（
メ
テ
）
」
等
の
被
修
飾
語
に
つ

い
て
、
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
見
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
ロ

ー
マ
数
字
I
は
、
被
位
飾
語
の
意
味
が
、
非
鶏
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
く
な
い

事
柄
を
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
数
字
Ⅱ
は
、
逆
に
、
被
借
飾
語
の

意
味
が
、
称
賛
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
い
事
柄
を
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
数
字
礎
は
、
前
二
者
か
ら
外
れ
る
場
合
で
、
望
ま
し
く
な
い
と
か
、
望

ま
し
い
と
か
の
判
断
に
は
一
応
無
関
係
の
場
合
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
字
α
は
、
被
修
飾
語
が
情
態
的
な
意
義
を
示
す
場
合
、
ロ
ー
マ
字
が

は
、
そ
れ
が
動
作
的
な
意
義
を
示
す
場
合
、
ロ
ー
マ
字
〟
は
、
そ
れ
が
名
詞
的

な
意
義
を
示
す
場
合
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
記
号
は
、
以
下
に
掲
げ
る
全
て
の
例
に
わ
た
っ
て
共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。

又
、
被
修
飾
語
の
読
み
方
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
「
柘
（
メ
テ
）
」
の

用
法
を
考
え
る
た
め
に
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
、
「
極
（
メ
テ
）
」
の
具
体
例
を
若
干
示
す
こ
と
に
す
る
。
（
注
　
傍
綾

・
波
線
は
私
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
）

1
－
α
の
和
知
停
仕
事
、
是
又
柁
奇
事
、
躇
親
身
無
罪
、
所
巾
無
便
、
（
光
弘

三
7
／
目
上
一
八
六
ペ
）

（
頼
親
の
身
に
は
罪
が
無
い
の
だ
か
ら
、
和
親
を
停
任
す
る
事
は
非
常
に

け
し
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
、
と
い
う
意
。
）

・
ヽ
′
l
－
ヽ
－
′

◎
七
十
大
臣
所
作
柑
以
不
党
也
、
件
人
目
木
白
物
也
、
偽
所
致
也
、

（
長
和
五
正
／
3
。
下
四
四
ペ
）

（
七
十
貴
の
大
臣
＝
汚
原
柑
光
の
作
す
所
は
非
常
に
し
く
じ
り
で
あ
る
。

件
の
人
は
も
と
よ
り
醤
心
か
者
だ
。
だ
か
ら
、
し
で
か
し
た
の
だ
、
の

窓。）

I
l
が
◎
又
的
莞
効
、
刻
不
隼
　
（
寛
仁
二
5
／
8
下
一
六
三
ペ
）

（
又
胸
が
痛
く
な
っ
た
。
非
常
に
が
ま
ん
で
き
な
い
、
と
い
う
意
。
）

Ⅱ
－
α
④
被
仰
云
、
行
幸
日
可
間
吾
瑳
官
給
由
君
、
啓
事
由
、
可
参
給
者
、
、
宮

御
気
色
締
ま
、
有
悦
気
、
（
光
弘
三
シ
3
上
一
九
一
ペ
）

（
宮
＝
居
貞
親
王
の
軍
き
げ
ん
は
非
常
に
よ
ろ
し
い
。
悦
ん
で
い
る
様
子

で
あ
る
、
の
意
。
）

Ⅶ
－
α
⑤
乗
丹
W
当
字
治
水
相
少
、
依
之
Ⅲ
忠
宅
許
秀
之
、
（
賃
弘
元
1
。
這
上

一
一
二
ペ
）

（
舟
に
乗
っ
て
還
る
の
だ
が
、
宇
治
川
の
水
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
別

忠
の
宅
の
許
に
舟
を
乗
入
れ
た
、
と
い
う
意
。
）
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〔
資
料
こ
　
〔
資
料
二
〕
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
極
（
メ
テ
）
」
は
、
I

（
＝
被
修
飾
語
が
、
非
揖
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
く
な
い
事
柄
を
示
し
て
い
る

場
合
）
が
九
〇
・
九
％
（
4
0
例
）
ま
で
を
占
め
て
い
る
。
即
ち
、
I
（
＝
被
修

飾
語
が
、
称
賛
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
い
事
柄
を
示
し
て
い
る
場
合
）
　
の
二
・

三
％
　
（
1
例
）
、
Ⅲ
（
＝
被
修
飾
語
が
、
望
ま
し
い
と
か
望
ま
し
く
な
い
と
か

の
判
断
に
は
無
闇
係
の
場
合
）
　
の
六
・
八
％
（
3
例
）
、
に
比
べ
て
、
I
に
著

し
く
片
寄
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
は
、
「
院
（
ル
）
」
以
下
の
副
詞
の
場
合

と
比
較
し
て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
〔
資
料
二
〕
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
尤
（
モ
）
」
は
1
が
八
四
・
〇

％
（
2
1
例
）
　
で
、
I
が
一
六
・
〇
％
（
4
例
）
　
で
あ
っ
て
、
I
に
著
し
く
片
寄

っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
極
（
メ
テ
）
」
と
「
尤
（
モ
）
」
は
、
そ
の
用
法
に
お
い
て
対

照
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
文
献
の
「
極
（
メ
テ
）
」
の
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
他
の
記
録

語
の
文
献
に
お
い
て
も
言
え
る
の
か
ど
う
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
文
献
と
同

時
代
の
小
右
記
・
権
記
に
も
ほ
ぼ
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

二
、
小
右
記
・
耗
記
の
「
極
（
メ
テ
）
」

小
右
記
・
抱
記
に
つ
い
て
、
本
文
献
と
同
様
に
、
被
修
飾
語
に
着
目
し
て
整

理
し
て
み
る
と
、
〔
資
料
三
〕
　
〔
資
料
四
〕
　
〔
資
料
五
〕
　
〔
資
料
六
〕
に
な

る
。
〔
資
料
三
〕
　
〔
資
料
四
〕
か
ら
、
小
右
記
の
「
毎
（
メ
テ
）
」
の
被
修
飾
語

は
、
1
（
＝
被
修
飾
語
が
、
非
難
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
く
な
い
事
柄
を
示
し

て
い
る
場
合
）
が
八
六
二
一
％
（
1
7
5
例
）
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ⅱ

m
Ⅱ
に
、
合
せ
て
一
三
・
八
％
　
（
2
8
例
）
　
に
過
ぎ
な
い
。

〔
資
料
五
〕
　
〔
資
料
六
〕
か
ら
、
棍
記
に
お
い
て
も
、
「
極
（
メ
テ
）
」
の
被

修
飾
語
は
I
が
殆
ど
で
、
九
五
・
五
％
（
2
1
例
）
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。な
お
、
小
右
記
・
橙
記
の
具
体
例
は
省
略
す
る
。

三
、
中
国
側
の
文
献
に
お
け
る
「
柘
（
メ
テ
）
」

前
節
二
・
二
で
見
た
よ
う
に
、
記
録
語
の
三
文
献
　
－
　
御
堂
関
白
記
・
小
右

記
・
結
記
1
－
に
お
い
て
、
「
種
（
メ
テ
）
」
の
被
修
飾
語
の
意
味
は
I
、
即

ち
、
非
難
す
べ
き
草
柄
・
望
ま
し
く
な
い
折
柄
を
示
し
て
い
る
場
合
、
に
片
寄

っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
文

献
等
に
お
け
る
「
柄
（
メ
テ
）
」
の
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
我
国
特
有
の
そ
れ
で

あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
、
・
中
国
側
の
文
献
を
見
る
こ
と

に
す
る
。

漢
籍
と
し
て
は
、
史
記
・
世
説
新
語
・
文
選
の
三
点
を
、
仏
書
と
し
て
は
、

金
光
明
長
肪
王
綻
・
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
二
点
を
、
そ
れ
ぞ
れ
取
上
げ

る
。漢
籍
と
し
て
右
の
三
点
を
選
ん
だ
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
四
豊
五
経
に

は
副
詞
「
極
（
メ
テ
）
」
の
用
例
が
見
出
せ
ず
、
「
イ
タ
ル
・
キ
ハ
ム
・
キ
ハ
マ

ル
・
ヤ
ム
」
等
に
訓
読
さ
れ
る
動
詞
の
例
と
、
「
極
二
二
柾
・
有
柘
・
民
紙
」

等
の
漢
語
に
笹
ま
れ
る
例
と
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
一
方
、
史
記
・
世
説
新

語
・
文
選
に
は
、
少
い
な
が
ら
も
副
詞
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
又
、
史
記
や

文
選
は
、
本
文
献
の
中
に
そ
の
書
名
が
見
え
て
お
り
、
道
長
に
も
愛
読
せ
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
。

仏
霞
と
し
て
右
の
二
点
を
選
ん
だ
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
他
の
仏
書
に

比
べ
て
、
「
柁
（
メ
テ
）
」
と
い
う
副
詞
の
例
が
比
投
的
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
両
者
共
に
訓
点
資
料
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
、
即
ち
、
金
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光
明
最
腰
上
踵
古
点
は
平
安
時
代
初
期
の
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
相
伝
古
点
は
院

政
時
代
の
、
日
本
人
の
訓
読
に
よ
る
理
研
の
仕
方
が
伺
え
る
こ
と
。

先
ず
洩
籍
に
つ
い
て
。
史
記
で
は
、
〔
資
料
七
〕
か
ら
1
（
＝
被
修
飾
語
の

意
味
が
、
非
難
す
べ
き
事
柄
・
望
ま
し
く
な
い
事
柄
を
示
す
場
合
）
　
が
四
一
・

七
％
（
5
例
）
　
で
あ
る
。
世
説
新
語
で
は
〔
資
料
八
〕
か
ら
、
I
が
二
二
・
二

％
（
2
例
）
　
で
あ
り
、
文
選
に
至
っ
て
は
〔
資
料
九
〕
か
ら
、
I
が
皆
無
で
あ

る
。こ
の
よ
う
に
、
漢
籍
に
お
い
て
は
、
木
文
献
の
よ
う
な
著
し
い
片
寄
り
は
見

ら
れ
な
い
。

次
は
仏
書
に
つ
い
て
。
金
光
明
最
勝
王
経
で
は
、
〔
資
料
十
〕
か
ら
1
が
二

八
・
六
％
（
2
例
）
　
で
あ
る
。
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
捕
伝
で
は
、
〔
資
料
十
〓

か
ら
、
I
が
一
五
・
四
％
　
（
4
例
）
　
で
あ
る
。
仏
書
に
お
い
て
も
、
明
ら
か

に
、
本
文
献
の
よ
う
な
片
寄
り
は
見
ら
れ
な
い
。

四
、
今
昔
物
語
集
の
「
極
（
メ
テ
）
」

今
北
‖
物
語
集
に
お
い
て
も
、
〔
資
料
十
二
〕
r
〔
資
料
十
三
〕
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
I
が
五
二
・
九
％
（
2
～
5
例
）
　
で
あ
っ
て
、
本
文
献
の
よ
う
な
著
し
い

片
寄
り
は
見
ら
れ
な
い
。

五
、
結
論

本
文
献
の
「
極
（
メ
テ
）
」
の
被
修
飾
語
の
意
味
は
、
I
、
即
ち
、
非
難
す
べ

き
事
柄
・
望
ま
し
く
な
い
事
柄
を
示
す
場
合
、
に
著
し
く
片
寄
っ
て
い
る
。
こ

の
事
は
、
中
国
側
の
文
献
や
今
昔
物
語
集
と
比
較
し
て
み
て
も
、
明
ら
か
で
あ

る
。又
、
本
文
献
の
「
柘
（
メ
テ
）
」
の
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
我
国
特
有
の
そ
れ

で
あ
る
、
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
三
つ

の
記
録
語
文
献
－
－
御
堂
聞
自
記
・
小
右
記
・
枢
記
　
－
　
に
共
通
す
る
そ
れ

で
あ
る
、
と
言
え
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
片
寄
り
の
理
由
と
意
味
付
け
と
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
明
ら
か
に
し
得
ず
、
後
日
に
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
昭
和
4
9
年
1
1
月

7
日
　
稿
了
）

－
　
中
国
短
期
大
学
講
師
1

付
記
。
本
稿
は
、
第
1
9
回
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
大
会
（
於
山
口
女
子
短

期
大
学
）
　
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
土
井
忠
生
先
生
・
小
林
芳
規
先
生
を
初
め
、
諸
氏
か
ら
御
教
示

を
賜
っ
た
事
に
対
し
、
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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